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Ａは、2年間にわたり特定の上司から暴
言を受けたことによるストレスから休職を
余儀なくされた。
精神的な苦痛を感じながらも出社を続け
ていたが、気分の落ち込みが大きく、食欲
も減退、精神科を受診したところ「適応障
害」と診断された。

厚生労働省労働基準局長通達（基発
0901第 2号：令和5年 9月 1日）の別表
１「業務による心理的負荷評価表」による
ところに照らし、具体的出来事の22番目
「上司等から、身体的攻撃、精神的攻撃等
のパワーハラスメントを受けた」とする心
理的負荷（ストレス）の強度を「中」とし
た判断により業務外となった。

Ａは3年2カ月の間、商品管理業務に従
事。欠勤や遅刻はなく出勤状況は真面目で
あるが、商品の誤出荷・誤収納など仕事の
ミスが多いうえに、あくびをしながらダラ
ダラとしていることが目立ち、注意しても
改善しなかった。具体的には、①助手席に
乗りながら仕事の流れや配達先の顧客・担
当者および配達ルートを教わるが、助手席
でも居眠りをしていて仕事に対する意欲が
感じられない。②仕事が雑でミス・積み残
しが目立ち、誤配もあり周りにも色々迷惑
をかける。それでも周りは丁寧に教えよう
とするが、本人の努力や意欲がないうえに、
自ら同僚や先輩に対して態度を硬化させる
ような状態が続いたため、仲の良かった同
僚との関係性にも変化が生じ始めた。
上記のことから、特定の上司から継続的
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に「お前に何の仕事ができる？使えない」
「お前なんかいてもいなくても変わらない」
「お前なんか倉庫に戻っても居場所がない」
など週１～3回の頻度で大半は複数の同僚
がいるなかで、大声で言われたため、気分
の落ち込みが大きく食欲も減退、日常生活
でも気力がわかない状態が続いた。
職場のパワハラについて円卓会議のワー
キング・グループで整理された概念では、
上位職からとは限らず部下や同僚も行為者
であり、具体的には①優位的な関係（優位
性を背景）に基づいて行われていること。
②業務の適正な範囲を超えて行われるこ
と。③身体的もしくは精神的に苦痛を与え
ること。いずれも満たすものを職場のパワ
ハラとしている。心理的負荷による精神障
害の認定要件によると（1）精神障害を発症
している。最も典型的な精神障害である「う
つ病」のほかにも適応障害、睡眠障害など
が「労災認定」の対象となる。対象疾病の
発病に至る考え方は、職場環境由来の心理
的負荷（ストレス）と当人側の脆弱性の関
係で精神的破綻が生じるかどうかが決まる
としている。
（2）発症前おおむね6カ月の間に業務
による強い心理的負荷が認められる。「強
い心理的負荷」に該当するか否かは、行わ
れたパワハラの程度や回数も考慮して判断
される。そのため、パワハラが軽度の心理
的負荷に過ぎないと判断された場合、労災
の認定はされない。
この場合、「心理的負荷」とは、精神障
害を発症した当人がその出来事の状況を主
観的にどう受け止めたかではなく、同種の
労働者（職場における立場や職責、年齢、
経験等が類似する者）が一般的にどう受け
止めたかという観点から評価される。「業
務による心理的負荷評価表（別表１）」に

当てはめると、具体的出来事の22項目⑤
パワーハラスメント「中」は、人格や人間
性を否定するような、業務上明らかに必要
性がないまたは業務の目的を逸脱した精神
的攻撃。「強」は必要以上に長時間にわた
る厳しい叱責、他の労働者の前面における
大声での威圧的な叱責など、態様や手段が
社会通念上に照らして許容される範囲を超
える精神的攻撃としている。
今回の事案に当てはめてみて、心理的負
荷の総合評価が「強」と判断されない以外
には、労災認定されない。（3）職場以外の
心理的負荷によって発病したものではない
こと。強い心理的負荷が認められていても、
その原因が私生活上のものであれば労災と
は認められない。業務による心理的負荷評
価表（別表１）と業務以外の心理的負荷評
価表（別表２）、こちらも労働基準監督署
の調査に基づき判断される。なお、前出の
局長通達では、類似性の高い具体的出来事
の統合などにより（1）「顧客や取引先、施
設利用者等から著しい迷惑行為を受けた」
（いわゆるカスタマーハラスメント）（2）
「感染症等の病気や事故の危険性が高い業
務に従事した」が追加されている。
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